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１．はじめに 

建設現場で稼働しているバックホウ，杭打機，ダンプトラックなどの稼働記録は，運転日報などの紙ベー

スで管理／保管されているだけで，工事の生産性向上や安全性向上などに活用されている例は少ない． 

そこで，筆者らは，近年になって急速に発展している IoT 技術を導入した建設機械ナビシステム（以下，

KenkiNavi と呼ぶ）を開発し，その機能を用いて建設機械の稼働データを活用して ，現場に新たなサービ

スを提供するための実証試験に着手した．この成果として ，2017 年度の土木学会全国大会で，生産性・安

全性の向上などに繋げるための分析事例の一部を報告した 1)． 

本論文は，KenkiNavi で取得した建設機械の稼働データを利用し，継続して分析した事例について報告す

る． 

２．KenkiNavi の取得データ 

KenkiNavi とは ，写真１に示す小型センサを

取付け， 3～5 秒間隔で建設機械の稼働情報

（GPS 情報，時刻など）を取得し，クラウド上で

蓄積，可視化，統合／分析するクラウドシステム

である．蓄積したデータは ，建設機械の稼働の無

駄 ，無理の発見と改善 ，交通事故リスクの低減

を目標として分析を行った． 

３．建設機械の稼働データ分析事例 

従来の車両管理システムでは，遠隔での安全監視やメンテナンス監視などに活用されている事例が多い．そ

こで，筆者らは，トンネル掘削ズリの運搬や大規模土工工事に対して，KenkiNavi で得られた建設機械の稼

働データを分析した事例を以下に報告する．  

（１）生産性向上 

 生産性向上を目指した分析事例と

して ，大型ダンプトラックの稼働デ

ータを分析し ，走行過程に無駄が無

いか確認した．分析方法は ，日々の

運搬回数の中で ，日々の出来高と比

較して特異なデータを抽出した．具

体的には ，運搬回数が極端に多い場

合 ，また少ない場合を確認し ，それぞれの走行パターンを分析した． 

当該現場では ，まずトンネル掘削ズリ運搬回数の安定化を図るため ，同一車両での運搬回数の違いによる

走行パターンを比較した．図 1 示す KenkiNavi で現場～搬出先までの自動カウントした運搬回数のデータの

中から ，日運搬回数が多い 10 回／日（高生産パターンと呼ぶ）と少ない 6 回／日（低生産パターンと呼ぶ）

の走行パターンを抽出し ，比較することで低生産パターンの要因を特定した．高生産パターンと低生産パタ

ーンの運行パターンを比較するため，縦軸を緯度，横軸を走行時刻で整理した． 
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図 1 運搬回数に関する日報の一部抜粋（2017/01） 
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写真１ KenkiNavi のセンサと取付け状況 
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図 2 から低生産パターンの傾

向として，運搬開始時間が遅

いことに加え運搬終了時間が

早い，さらに土砂捨場での滞

在時間が長いことが視えてき

た．その他には，運搬の開始

時間が早いこと，運搬終了時

刻が早い事例などの行動が確

認された．低生産パターンの

要因が把握できたことから効率的な標準的な運行パターンを作成し，大型ダンプトラックの運転手と意見交

換しながら，当該現場の目標日運搬回数の底上げを目指した． 

（２）安全運転の意識向上 

土砂運搬時の交通事故リ

スクを低減するため，大型ダ

ンプトラックの走行分析を

実施し，運転手の安全意識向

上に利用した．使用したデー

タは，走行時の平均速度およ

び，60 ㎞/h を超過した割合

（速度超過率とする）を抽出

し，同一期間に走行した運転

手で安全性を点数化し安全

性を順位付けした（表 1，2 参照）． 

順位付けの対象期間は，第 1 回 2017 年 11 月 14 日

～12 月 22 日，第 2 回 2018 年 2 月 6 日～2 月 27 日と

した．なお，点数化にあたっては，平均速度と速度超

過率の両方とも運転手の中で優良な運転手が高くなる

配点とした．この順位付けを利用して当該現場では，

運転手の表彰を行い，安全運転の意識付けを実施した． 

運搬日毎の速度超過率を図 3 に示す．速度超過率は，

段階的に低下する傾向が確認された.これは，当該現場

で実施している分析データを利用した優良運転手の表

彰など安全運転の意識付けが向上している効果である

と考えられる． 

４．おわりに 

筆者らは，建設機械の稼働データの価値を向上させるため IoT 技術を導入した KenkiNavi（建設機械ナビ

システム）を開発し実証試験を継続している．その結果，建設機械の稼働データを分析することで，生産性

向上，業務の効率化以外にも安全性向上，環境保全 ，品質保証に効果が得られることを数値化した．今後

は ，全国の現場に KenkiNavi を導入し，建設機械の稼働データを継続的に分析することで地域性や工種の

違いにも適用できる活用メニューの充実を図り，その効果を数値化していく． 

参考文献 1)高倉望，椿雅俊，柴野一則：IoT 技術による建設機械の稼働データ分析事例報告，土木学会第 72

回年次学術講演会，pp.7-8，2017. 

 

表 1  第 1 回優良運転手の順位         表 2  第 2 回優良運転手の順位 
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図 3 運搬日毎の超過率の変化 

図 2 高生産と低生産の走行パターンの比較 
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A 12 0.14 43.38 0.54 5
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E 4 3.52 44.02 0.07 14
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G 14 1.36 43.34 0.29 11
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